
 

 

 

 

石川県政記念しいのき迎賓館へのオブジェ設置について 

 

 

 陶芸家・建築家の奈良
な ら

祐
ゆう

希
き

氏から、大阪・関西万博で展示された、能登半島地震

からの復興への祈りを込めたオブジェの寄贈を受けましたので、石川県政記念しいの

き迎賓館に設置します。 

 

記 

 

１ 日  時  令和８年３月２６日（木）１１時頃 設置開始 

                   （１５時頃 設置完了予定） 

 

２ 場  所  石川県政記念しいのき迎賓館（金沢市広坂 2丁目 1番 1号） 

 
【オブジェ概要】 

 ・作品名：Prayer Vessel（祈器） 

・素 材：アルミニウム 

 ・大きさ：H2480 x W2150 x D2150mm 

 ・重 さ：3トン 

・概 要：令和 6 年能登半島地震の復興への祈りを込めて、「手と手を合わせる」、「地球」を表現

した作品です。この作品は、2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）における「光の

広場」に展示されました。 

 

【奈良祐希氏】 

 陶芸家・建築家。1989年石川県金沢市生まれ。（父は十一代大樋長左衛門） 

 

  設置場所                   オブジェ 

  

令和８年３月２５日（水） 

文化観光スポーツ部文化振興課 

担当 ：素都 

外線 ： 076-225-1372 

内線 ： 3840 


